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はじめに 
 

 

 

 

 水資源開発は、ダムの建設等により上流の水源地域に一方的な不利益や不公

平感を生じることから、水源地域住民の理解を得ることが不可欠です。このた

め、下流受益地域が水源地域への理解と協力を進め、ダム貯水池の水質保全・

水源林の整備などの水源地域対策を流域一体となって共に行うことが重要とな

っています。 

 近年、上下流における流域活動に関心の高い水源地域と下流地域とのそれぞ

れの行政や行動力のある非営利活動組織（いわゆる NPO）などが互いに連携す

ることについて模索が始まっていますが、一部の住民等の活動に留まっていま

す。今後、流域全体が一体となった水源地域の保全・活性化への取り組みを促

進していくことが重要な課題となっています。このような状況の中で、本調査

では、上下流の流域活動に関心の高い住民等のみではなく流域活動に関心の高

くない層の住民等も流域活動に参加し、上下流全体が一体となり水源地域の保

全・活性化を促進するための仕組みづくりについて調査・検討を行いました。 

 本冊子は、これまでの調査結果を取りまとめたものです。流域が一体となっ

て水源地域を活性化させていくための考え方や取り組みについて、調査事例か

ら得られた知見を整理しています。水源地域の関係者に限らず下流受益地域の

関係者にとっても、流域で活動実践する際の参考になれば幸いです。 

 

水源地域対策課 
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本書のねらい 

 

 

 本書は、平成 16年度から平成 18年度にかけて取り組んだ「流域一体化によ

る水源地域活性化の促進調査」の成果を取りまとめたものです。 

 

 

◎水源地域を活性化したいと願う人たちの手がかりとして 

 

 本書は、これまで水源地域対策課で取り組んできた水源地域活性化に関する

調査の経験をもとに、現場から得られた知見を再構築することにより、水源地

域を活性化したいと願う人たちの、はじめの一歩を考える手がかりとなるよう

に整理しています。 

 

 

 

◎みなさんが活動を進めていく上での、ヒントとして 

 

 水源地域対策課で取り組んできた水源地域活性化に関する調査では、複数年

にわたり特定の流域に関わりながら地域住民による活動を情報収集（モニタリ

ング）しています。本書は、現場において実践された水源地域活性化の活動を

紹介しながら、みなさんが自分たちの現場で取り組んでいく際のヒントとして

います。 
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本書の構成 

 

 本書は、右図のような構成です。 

 流域一体化による水源地域活性化のための考え方や具体的な戦略づくり、さ

らに活動を率いていくリーダー像について、これまでの調査経験から取りまと

めています。 

 

◎これまでに水源地域活性化の取り組み経験が、あまりない方々へ 

 

 まだ、水源地域活性化や上下流の連携に関する取り組みの経験があまりない

方々は、できる限り本書の構成通りに読み進めてみて下さい。 

 「第１章 流域一体化、その現場で」では、相模川流域・豊川流域・江の川

流域での実際の活動を紹介しています。そして、第２章以降は、流域一体化に

よる水源地域活性化を推進していくための考え方や取り組み方を整理していま

す。 

 

 

◎すでに流域一体となって水源地域活性化の取り組みを行っている方々へ 

 

 私たちは、これまで全国各地の水源地域活性化調査を行ってきた経験から、

今後、水源地域を活性化させていくためには、流域が一体となった「戦略づく

り」が必要であると考えます。このため、すでに様々な活動を行っている方々

は、「第４章 流域一体化の実務～戦略づくり」を中心に読み進めて頂ければ幸

いです。ここで紹介している戦略づくりは、本調査の中で試行錯誤しながら整

理しつつあるものであり、今後、さらに検討を深めるべきものですが、各地の

現場で参考になるものと考え整理掲載しています。 
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